
海岸に生える多年草で、太い根茎は古い葉鞘で被われる。葉は線形で長さ40-60cmになり、幅15-

20mm、革質で厚く、基部は互いに重なり合って花茎の下部につく。花茎は高さ50-100cm、退化した小型

の葉がつく。花はまばらな円錐花序となり、5-7月、横向きまたは下向きに開く。花被片は6個で青色。

現存が確認されている。分布の北限。

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Dianella  ensifolia  (L.) DC.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

■ 県内分布

南あわじ市

■ 国内分布

本州（紀伊半島、淡路）、四国、九州、琉球諸島、小笠原諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ススキノキ科

兵庫県ランク…キキョウラン
環境省ランク… －


